
文化庁月報

」匂忍®—忍

麟。露ユ葛

［表 紙〗

バック

（マリリン・レヴィン作）

解説は30ページ

題字テザイン・桑山弥三郎

カット。林美紀子

◎

◇

 

令

◎

紫綬餞章をいただいて

沖縄にて

芸の窮極とレての自竺

枷各困誼卵移靭＝冥⑤喝

22'

1 賛 疇霞
ロー～馨凰寧9』ヽ輯繹厩聾遅えて口 ：］ 
／と祭の大綱決まる ーロ

結山水

も＜
 

その3

三ーナー展

じ

佐野文一郎

片岡仁左衛門

芦川照葉

一虎渓と鶴亀一

藤波隆之 1

合泉令右衛門 18

志村ふくみ 19

三 善 晃

霞立書澤競露鶴

i

-

29 

20 

口。三浦文化庁長官東ドイツ，アメリカ訪問に随行Lて 26

告。「現代仮名遣い」に関する内閣告示及び内閣訓令の

制定について 28 

・文化庁行事報告及び予定・，．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

。国立劇場ニュース・..............................................31 

一国立慮lj場開場20周年記念公演日程ほか一



ぞ警ぞぞ令守そ亨で警令予警マで了デ←ぷ？る？空9ーぷ誓空＇警て～ぷ警で令でそ令？空で繁←、？？，そ警令？で 含でを空亨？をを誓で令でを含で警令令でで令ででマぞで誓をで雫雫詈？ー誓゜デ令マ誓tラ迄令？？空営

特 集：因立調湯開場20扇年を迎えて

で
あ
る
。
研
修
期
間
は
二
年
、
い
ま
ま
で
に
二
期
三
名
の

修
了
生
を
送
り
出
し
、
現
在
第
三
期
生
の
研
修
を
行
っ
て

い
る
。
（

能

楽

）

国
立
能
楽
堂
は
五
十
八
年
度
に
発
足
し
た
が
、
能
楽
界

で
は
か
ね
て
か
ら
ワ
キ
方
、
囃
子
方
‘
狂
言
方
の
三
役
の

伝
承
者
養
成
が
望
ま
れ
て
お
り
r

こ
れ
も
能
楽
堂
設
立
の

目
的
の
一
っ
だ
っ
た
た
め
、
発
足
と
同
時
に
研
修
実
施
に

向
か
っ
て
検
討
か
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
具
体
化
し
た
の

は
、
一
般
公
募
制
と
三
年
の
研
修
期
間
の
ほ
か
、
各
期
ご

と
に
研
修
の
対
象
と
す
る
各
役
の
流
儀
を
特
定
し
、
各
流

儀
か
ら
の
指
導
者
を
確
保
し
て
、
流
儀
ご
と
に
研
修
修
了

後
の
就
業
措
置
と
直
結
し
た
方
向
で
研
修
を
行
う
と
い
う

基
本
方
針
で
あ
る
。
翌
五
十
九
年
度
か
ら
は
日
本
能
楽
会
、

能
楽
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
第
一
期
の
新
人
研
修
が
開
始

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ワ
キ
方
二
名
、
笛
方
一
名
、
小
鼓

方
三
名
、
大
鼓
方
一
名
、
太
鼓
方
二
名
、
狂
言
方
二
名
の

計
十
一
名
で
、
現
在
三
年
目
の
研
修
に
入
っ
て
い
る
。

熱
心
な
指
導
者
を
得
て
研
修
内
容
も
充
実

養
成
の
研
修
科
目
は
、
た
と
え
は
歌
舞
伎
で
は
演
目
主

体
の
歌
舞
伎
実
技
や
立
回
り
、
化
粧
な
ど
の
ほ
か
、
日
本

舞
踊
、
義
太
夫
、
長
唄
、
三
味
線
、
嗚
物
な
ど
、
技
芸
の

基
本
と
な
る
基
礎
的
科
目
を
は
じ
め
、
茶
道
や
古
典
芸
能

に
関
す
る
講
議
科
目
な
ど
か
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文

楽
で
は
三
業
各
部
門
の
実
技
の
ほ
か
、
謡
曲
、
狂
言
、
琴
、

胡
弓
、
舞
、
茶
道
等
の
実
習
と
各
種
の
講
議
な
ど
で
、
そ

の
ほ
か
各
分
野
と
も
専
門
的
な
実
技
を
中
心
と
す
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
古
典
芸
能
の
世
界
で
は
各
種
目
と
も
実
技
に

専
任
講
師
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
第
一
線
の
舞
台

実
技
者
に
教
え
を
請
う
こ
と
て
研
修
が
成
立
す
る
と
い
う

制
約
が
あ
る
。
ま
た
、
流
儀
や
家
に
よ
る
伝
承
と
技
法
の
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伝
統
芸
能
伝
承
者
の
養
成
は
、
公
演
や
調
査
研
究
の
事

業
と
と
も
に
r

国
立
劇
場
に
課
せ
ら
れ
た
主
要
な
業
務
で

あ
る
か
、
何
ぶ
ん
に
も
伝
統
芸
能
の
社
会
に
あ
っ
て
は
技

芸
の
研
修
を
一
元
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
経
験
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
た
め
、
養
成
の
方
法
と
形
態
に
つ
い
て
は
当

初
か
ら
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

（
歌
舞
伎
俳
優
）

昭
和
四
十
一
年
、
劇
場
の
発
足
と
同
時
に
、
養
成
事
業

は
ま
ず
歌
舞
伎
俳
優
の
後
継
者
に
焦
点
を
お
く
こ
と
と
し

て
r

そ
の
準
備
か
始
め
ら
れ
た
。
当
時
は
歌
舞
伎
俳
優
全

体
の
高
齢
化
が
進
み
、
と
く
に
名
題
下
俳
優
の
減
少
が
顕

著
で
、
歌
舞
伎
の
将
来
が
不
安
が
ら
れ
て
い
た
時
代
で
あ

る
。
そ
こ
で
養
成
の
方
法
に
つ
い
て
は
専
門
委
員
会
を
設

け
て
十
分
に
検
討
を
行
っ
た
か
、
そ
の
結
果
、
一
般
公
募

の
形
態
を
は
し
め
、
研
修
は
義
務
教
育
修
了
以
上
て
二
十

三
歳
以
下
の
者
を
対
象
と
し
、
期
間
は
二
年
、
修
了
後
は

一
年
以
内
の
あ
い
た
財
団
法
人
伝
統
歌
舞
伎
保
存
会
に
所

属
し
て
か
ら
幹
部
俳
優
に
入
門
す
る
こ
と
な
ど
の
基
本
方

針
が
定
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
国
立
劇
場
は
四
十
五
年
四
月
、
伝
統
歌
舞
伎

保
存
会
の
協
力
を
得
て
歌
舞
伎
俳
優
の
養
成
を
開
始
し
た
。

二
年
間
の
研
修
修
了
と
同
時
に
新
し
く
研
修
生
を
募
集
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
以
後
八
期
に
わ
た
る
修
了
生
は
六
十
四

名
に
達
し
、
現
在
九
期
生
が
研
修
中
で
あ
る
。

（

文

楽

）

第
一
期
歌
舞
伎
俳
優
研
修
生
を
送
り
出
し
た
の
は
四
十

七
年
だ
か
、
こ
の
年
度
に
は
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
三
業
（

大
夫
・
三
味
線
：
八
形
）
技
芸
貝
の
養
成
も
、
文
楽
協
会

の
協
力
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
文
楽
も
技
芸
員
の
高
齢
化

と
若
年
層
の
不
足
か
目
立
ち
、
伝
承
者
の
養
成
が
急
務
と

相
違
も
あ
る
た
め
、
現
況
に
即
し
た
人
材
を
確
保
し
た
上

で
、
講
師
間
に
お
け
る
指
導
方
針
の
調
整
を
計
ら
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
養
成
事
業
の
発
足
当
初
は
、
計
画
的
な
教

科
編
成
が
十
分
に
行
え
な
い
悩
み
が
あ
っ
た
が
、
試
行
錯

誤
的
経
験
を
露
ね
た
結
果
、
や
か
て
各
種
目
と
も
熱
心
な

一
流
指
導
者
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
着
し
て
き
た
課
程
に

よ
っ
て
研
修
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

既
成
演
技
者
対
象
の
養
成
研
修
の
実
施

こ
う
し
た
新
人
の
養
成
研
修
と
併
行
し
て
、
既
成
の
演

技
者
を
対
象
に
技
芸
の
向
上
を
め
ざ
す
“
既
成
者
研
修
”

も
各
分
野
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
歌
舞
伎
の
分
野

で
は
、
中
堅
か
ら
名
題
下
の
俳
優
一
般
に
よ
る
「
歌
舞
伎

会
」
と
研
修
修
了
生
に
よ
る
「
稚
魚
の
会
L

か
、
い
ず
れ

も
古
典
演
目
の
勉
強
会
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
国

立
劇
場
は
伝
統
歌
舞
伎
保
存
会
の
協
力
の
も
と
に
毎
年
こ

れ
ら
の
発
表
公
演
を
催
し
、
既
成
者
研
修
の
一
事
業
と
し

て
好
評
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
能
楽
の
分
野
で
は
新
人
研
修
修
了
後
の
組
識
的

な
三
年
制
の
既
成
者
研
修
を
計
画
、
修
了
生
は
日
本
能
楽

会
員
に
師
事
し
、
さ
ら
に
専
門
授
業
の
研
修
を
受
け
；
そ
の

修
了
ま
で
の
間
に
能
楽
協
会
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
、
能

楽
師
と
し
て
舞
台
に
出
演
す
る
こ
と
か
定
め
ら
れ
て
い
る
。

研
修
生
の
定
着
を
計
る

国
立
劇
場
が
開
場
し
て
二
十
年
、
養
成
事
業
も
発
足
し

て
か
ら
十
六
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
ま
だ
一
期

生
が
研
修
中
の
能
楽
は
別
と
し
て
、
他
の
分
野
で
は
多
く

の
修
了
生
か
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
、
な
お
も
課
題
は
各
分
野
に
残
っ

て
い
る
。

ま
ず
歌
舞
伎
の
分
野
で
、
俳
優
に
つ
い
て
は
、
八
期
ま

で
の
修
了
生
の
う
ち
就
業
者
が
四
十
二
名
で
、
す
で
に
そ

鬱
減
少
す
る
後
継
者
に
新
し
い
患
吹
を
鬱

ー
研
修
生
の
一
般
公
募
ー

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
研
修
は
歌
舞
伎
と
同
様
の
基

本
方
針
に
よ
り
、
中
学
校
卒
業
以
上
を
対
象
と
す
る
一
般

公
募
で
、
研
修
期
間
は
二
年
f
修
了
後
は
幹
部
技
芸
員
に

入
門
し
た
上
て
文
楽
協
会
に
所
属
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め

ら
れ
た
。
歌
舞
伎
よ
り
は
遅
れ
て
出
発
し
た
研
修
だ
が
、

文
楽
で
は
毎
年
募
集
し
た
時
期
が
あ
っ
た
た
め
、
現
在
十

期
に
及
ぴ
、
九
期
三
十
五
名
の
研
修
を
修
了
さ
せ
て
い
る
。

な
お
、
五
十
九
年
度
か
ら
は
大
阪
に
国
立
文
楽
劇
場
が

開
場
し
た
た
め
、
研
修
の
本
拠
を
文
楽
劇
場
に
移
し
て
実

施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（

竹

本

）

歌
舞
伎
で
重
要
な
音
楽
部
門
を
受
け
も
つ
竹
本
（
太
夫

・
三
味
線
）
に
つ
い
て
も
、
戦
後
は
演
奏
者
の
滅
少
と
高

齢
化
が
著
し
く
な
っ
た
の
で
、
松
竹
株
式
会
社
、
伝
統
歌

舞
伎
保
存
会
及
び
義
太
夫
協
会
の
協
力
を
得
て
、
五
十
一

年
度
に
養
成
研
修
を
開
始
し
た
。
当
初
は
人
材
の
確
保
が

難
し
か
っ
た
か
、
年
ご
と
に
応
募
者
が
増
加
し
、
そ
の
成

果
と
し
て
現
在
ま
で
七
期
、
計
十
八
名
の
修
了
生
を
送
り

出
し
て
い
る
。

（
寄
席
葉
子
）

国
立
劇
場
に
演
芸
場
か
新
設
さ
れ
た
の
は
五
十
四
年
三

月
だ
が
、
演
芸
の
世
界
で
も
寄
席
囃
子
の
演
奏
者
の
養
成

が
懸
案
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
落
語
協
会
と
落
語
芸
術
協

会
の
協
力
に
よ
り
、
五
十
五
年
度
か
ら
研
修
を
始
め
た
。

幅
広
い
年
齢
層
の
女
子
を
対
象
と
す
る
の
が
、
こ
の
分
野

の
特
徴
で
、
研
修
期
間
は
二
年
、
す
で
に
四
期
六
名
か
研

修
を
終
え
、
現
在
五
期
生
か
研
修
中
で
あ
る
c

（
歌
舞
伎
囃
子
）

五
十
六
年
度
に
は
、
歌
舞
伎
囃
子
（
鳴
物
）
の
養
成
か

始
め
ら
れ
た
。
鳴
物
も
歌
舞
伎
音
楽
の
重
要
な
部
門
て
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
後
継
者
は
将
来
の
人
材
不
足
が
予
測
さ

れ
た
の
で
、
松
竹
株
式
会
社
、
伝
統
歌
舞
伎
保
存
会
及
び

歌
舞
伎
囃
子
協
会
の
協
力
を
得
て
養
成
が
開
始
さ
れ
た
の

の
四
名
が
名
題
俳
優
に
昇
進
、
三
名
が
名
題
試
験
に
合
格

し
て
い
る
。
歌
舞
伎
俳
優
総
数
二
百
六
十
六
名
に
対
す
る

修
了
生
全
員
の
割
合
は
一
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
名
題
下
俳

優
だ
け
で
は
三
四
。
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
し
か
し
、

俳
優
の
総
数
が
四
十
七
年
当
時
か
ら
五
十
名
も
減
少
し
て

い
る
現
状
を
思
え
ば
、
い
っ
そ
う
の
養
成
か
必
要
で
あ
る
。

同
じ
く
歌
舞
伎
の
竹
本
は
、
修
了
生
の
は
と
ん
ど
全
員

が
就
業
し
、
現
在
で
は
演
奏
者
総
数
の
六
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
修
了
生
の
中
に
は
、
歌
舞
伎
公
演
の
竹
本

て
大
き
な
パ
ー
ト
を
受
け
も
つ
ほ
ど
の
者
も
い
る
が
、
反

而
、
技
芸
の
落
差
か
目
立
つ
者
も
い
る
c

今
後
は
さ
ら
に

水
準
の
向
上
を
は
か
る
べ
く
、
新
人
。
既
成
者
の
両
面
で

努
力
を
払
い
た
い
。

歌
舞
伎
囃
子
で
は
、
よ
う
や
く
三
名
の
修
了
生
を
送
り

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
人
前
に
な
る
に
は
二
十
年
の

経
験
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る
分
野
な
の
で
、
研
修
の
成
果

は
将
来
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

寄
席
囃
子
で
は
‘
六
名
の
修
了
生
が
落
語
協
会
と
落
語

芸
術
協
会
に
分
か
れ
て
就
業
中
で
あ
る
。
現
在
、
両
協
会

所
属
の
演
奏
者
は
全
員
て
十
七
名
、
研
修
開
始
当
時
を
下

回
る
状
況
な
の
で
、
な
お
r

養
成
か
必
要
と
考
え
ら
れ
る

か
、
寄
席
と
い
う
限
ら
れ
た
職
場
で
需
要
に
制
限
が
あ
る

た
め
、
両
協
会
と
密
接
な
連
絡
の
も
と
に
研
修
を
続
け
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
楽
は
修
了
生
の
う
ち
大
夫
六
名
、
三
味
線
六
名
、
人

形
十
三
名
の
計
二
十
五
名
が
就
業
し
て
い
る
。
文
楽
協
会

技
芸
員
の
現
員
八
十
六
名
の
う
ち
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
て
い
る
が
、
近
年
研
修
生
の
定
着
率
か
低
く
な
っ
た
点

に
悩
み
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
拠
の
大
阪
公
演

と
東
京
公
演
以
外
に
も
多
日
数
に
及
ぶ
地
方
公
演
が
あ
る

と
い
う
文
楽
独
特
の
事
情
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
と
も
募
集
や
研
修
の
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
人
材
の
定
着
に
努
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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文
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八
月
号

（
通
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第
ニ
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）

昭
和
6
1年
8

月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

-TIoo
束
京
都
千
代
田
区
四
が
関

3
丁
目
2
番

2
号

発
行
所
株
式
会
が
き
ょ
う
せ
い

本
社
〒

101
東
京
都
中
央
区
銀
座

7
丁
目
4
番
1
2
号

営
業
所
〒
162
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町

52
番
地

証
話
(

O

-

―n
-
H
ハ
八
ー
＿
―
-
四
一
（
代
き

恨
替
口
座
束
京
九
ー
一
六
一
番

印
刷
所
採
行
政
学
会
印
刷
所

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
ヽ
9
9
,
'
1
9
9
9

一
八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

二
、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

•• -•上し ~ ．． ． 

願ら迎立 るににし国十〇りと業に球よ 〇
いのえ剖今課向はての周今そしも入かう長暑
し方た場月題け大‘伝年年うて詰り始Tか中
ま向国関号もてき国統をのでもめまま貸つお
しづ立係でい積な立芸迎十す昨のしつ た見圏
たけ劇者はく極も劇能えー゜年段たて、虐梅舞
C な場の‘つ的の楊のま月 以階゜ 一雨申屠］
どの方佐かなかが保すて 上て釆いかもし
にあ々野あ対あ果存゜国 にす年よらよ上
つゆに理る応リた・開立 厳か度い甲うけ圏
いみ‘事よをまし振楊劇 し‘のよ子やま
てと二長う迫すて興以場 い文概本園くす
執‘＋はでらがきの来か 子部算格の明＇。屋
箪こ周じすれ‘た中‘開 算省要的高け
：をれ年め゜て将役枢我場 に全求な校‘
ーおかを国 い来割とか二 な体作夏野き
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